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■補助内容
・補 助 率　１／２以内※千円未満は切り捨て、消費税・地方消費税は補助対象外となります。
・補助上限額　100万円（下限額５万円）
・補助対象者　新潟市内に本店を有する中小企業・小規模事業者・個人事業主
・補助対象事業　人手不足の対応に向け、人が行っていた既存業務を代替する下記のア～エ（複数選択可）

の機器等の導入による省人化に資する、新潟市内で実施する取組
　　ア．セルフレジ、券売機、自動精算機、キャッシュレス決済システム
　　イ．業務用ロボット（調理、配膳、食器洗浄、清掃）
　　ウ．セルフオーダーシステム
　　エ．上記ア～ウ以外の機器等（既存業務を代替するもの）
・補助対象経費　①機器導入費　②ソフトウェア導入費　③工事費
　　※機器導入費を含まない②・③のみの申請は対象外
　　※パソコンやプリンタ等の汎用性があり、目的外使用となり得るものは対象外
■申請方法
・郵送受付のみ（令和５年11月30日（木）まで※消印有効）
■スケジュール
・申 請 受 付　令和５年11月30日（木）まで
・交 付 決 定　令和６年１月上旬（予算を超える申請があった場合は、抽選により交付決定）
・補助対象期間　交付決定日から令和６年６月28日（金）まで
■問合せ・申請先
新潟市経済部産業政策課（TEL：025-226-1610／MAIL：sangyo@city.niigata.lg.jp）
　〒951-8554　新潟市中央区古町通７番町1010番地 古町ルフル５階

小規模企業共済の３つのお得ポイント！
①全額所得控除、掛金は加入後も増減可能→掛金は月額1,000円～70,000円（500円単位）
※年内に支払った金額分がその年の確定申告の対象となります。（最大84万円）
②受取時も税制メリット→共済金は退職所得および公的年金等の雑所得扱いになります。
③低金利の貸付制度が利用できます。
　→掛金納付月数により、掛金の７割～９割の範囲内で貸付制度がご利用いただけます。
※新規加入の場合で当年の所得控除に適用したい場合は、12月20日までに現金納付でお申込みください。
加入を検討されている方はお早めに下記までお問合せください。

加入対象者
　制度に加入できる方は、個人事業主・共同経営者・会社等役員で、雇用されている従業員（アルバイト・
パートは除く）数によって判断されます。申込時に小売・卸売・サービス業等に該当する企業は従業員数
５人以下、製造業・建設業等に該当する企業は従業員数20人以下であることが要件となります。

【制度全般に関するお問合せ】小規模企業共済　共済相談室
TEL：050-5541-7171（平日９時～17時）

【お申込みに関するお問合せ】新潟商工会議所　経営相談課
TEL：025-290-4212 （平日９時～17時30分）

人が行っていた既存業務を代替する機器等の導入により、 
人手不足の解消に取り組む事業者を支援します！

新潟市 省人化サポート補助金のご案内

確定申告に向けて小規模企業共済で積立と節税をしませんか？
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新潟商工会議所 早期景気観測調査結果　10月分調査

景気動向（前年同月比）全産業ＤＩ値 （2022年10月～2023年10月）

建 設 業
時間外労働の上限規制の適用を半年後に控え、労働力確保は引き続き厳しい。（ゼネコン）
仕事は増えてきているが、ガソリンや電気、資材等の価格高騰、人手不足が大きな影響を及ぼしている。（管工事）

製 造 業 インボイス制度に振り回されている。（印刷）

卸 売 業
十分な価格転嫁ができず、採算が悪化している。（水産物）
インボイス制度は国民にどのようなメリットがあるのか？（食品）

小 売 業 外出需要の高まりを受け、カー用品・レジャー用品は好調。一方で、耐久消費財の苦戦が予想される。（ホームセンター）

サービス業

夏の終わりと共に人の動きが落ち始めている。エネルギー高騰、食材等値上げで自粛傾向。（ホテル）
乗務員不足が深刻であり、会社全体の売上が減るなか、経費だけが上昇し経営が圧迫されている。（タクシー）
燃料価格が高止まりで推移しているが、価格転嫁が思うように進まない。（運輸）
物価高騰や最低賃金の上昇により一段と厳しい状況が続いており、人手不足も依然として改善されない。（警備）

【10月の概要】
　直近の景況感を示すDI値は、全ての項目で下落し、先月21か月ぶりにマイナス水準から脱した「採算」は、
再びマイナス水準に転じた。また、先行き見通しを示すDI値は、前月比で「売上」は11.1ポイント、「採算」
は8.6ポイントと大幅に悪化している。
　コメントでは、10月からスタートしたインボイス制度への対応に悩む声が多く見られた。また、依然として
エネルギーコストや資材等の高騰も続いており、価格転嫁が十分に進んでいない事業所では経営が圧迫されて
いるケースが多い。人手不足問題も改善されておらず、引き続き苦しい状況が続くことが予想される。
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全産業平均DI値 向こう３か月間の先行き見通しDI値
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